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中国主要遺跡

ガイド

高
昌
故
城

高
昌
故
城
は
、
カ
ラ
H

ホ

1
ジ
ャ
や
イ
デ
ィ
ク

l
ト
u
シ
ャ

l
リ
と
も
呼
ば
れ
る
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ

ン
盆
地
最
大
の
都
市
遺
跡
で
あ
り
、
漢
人
植
民

国
家
の
高
昌
園
、
唐
の
西
州
、
西
ウ
イ
グ
ル
王

国
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
り
る
中
心
都
城

と
し
て
長
期
間
に
わ
た
っ
て
栄
え
て
き
た
。

前
世
紀
末
よ
り
は
じ
ま
る
各
国
の
中
央
ア
ジ

ア
探
検
隊
の
う
ち
、
高
昌
故
城
を
初
め
て
訪
れ

た
の
は
ロ
シ
ア
の
ク
レ
メ
ン
ツ
ご
八
九
七
年
)

ら
し
い
が
、
本
格
的
に
調
査
し
た
の
は
グ
リ
ュ

ン
ヴ
ェ

l
デ
ル
や
ル
コ
ッ
ク
が
率
い
た
ド
イ
ツ

隊
が
最
初
で
あ
る
。
そ
の
後
も
イ
ギ
リ
ス
の
ス

タ
イ
ン
や
日
本
の
大
谷
探
検
隊
な
ど
に
よ
っ
て

調
査
さ
れ
て
お
り
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後

も
中
国
隊
に
よ
っ
て
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

高
昌
故
城
は
、
現
在
、
外
城
・
内
城
・
宮
城

の
三
区
域
に
分
げ
て
説
明
さ
れ
る
と
と
が
多
く
、

内
城
は
周
囲
約
三
・
五
キ
ロ
抗
、
外
城
は
周
囲

約
五
キ
ロ
討
の
規
模
を
も
っ
て
い
る
。
東
ト
ル

-e刊

ν

キ
ス
タ
ン
の
城
邑
の
な
か
で
は
、
亀
葱
(
ク
チ

ヤ
)
故
城
に
次
ぐ
大
き
き
で
あ
り
、
外
城
に
は
馬

面
(
敵
台
・
楼
台
)
や
城
門
(
西
壁
二
門
〔
北
側
の

門
は
窪
城
を
具
え
る
〕
、
北
、
東
壁
各
二
門
、
南
壁
三

門
)
を
具
え
て
い
る
。
『
惰
室
田
』
巻
八
三
西
域
伝

高
昌
の
条
に
「
其
の
都
城
は
、
周
廻
一
千
八
百

き
〈
こ
う
し
よ
う
こ
〈

四
十
歩
」
と
あ
る
記
事
は
、
麹
氏
高
昌
国
当
時

の
高
畠
城
の
規
模
を
推
定
す
る
際
に
拠
る
べ
き

唯
一
の
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
現
在
の
外
城
の
規
模
に
は
及
ば
ず
、
惰
時
の

高
昌
城
は
な
お
大
分
小
さ
か
っ
た
こ
と
に
な
る

(
一
歩
は
楕
で
六
尺
、
唐
で
五
尺
、
一
尺
を
惰
で
二

九
・
五
一
セ
ン
チ
が
〔
開
皇
官
尺
〕
、
唐
で
三
了
一

セ
ン
チ
が
程
と
す
る
と
、
一
八
四
O
歩
は
、
惰
制
で

は
三
二
五
七
・
九

M
、
唐
制
で
は
二
八
六
一
・
二
討

と
な
る
)
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
後
、

故
城
の
規
模
が
拡
大
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
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の
契
機
と
し
て
最
も
注
意
さ
れ
る
の
は
、
六
四

O
年
に
唐
の
西
州
経
営
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
唐
は
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
に
西
州
を
設
置

し
た
ば
か
、
り
か
こ
こ
を
鎮
守
軍
兵
が
駐
屯
す

る
前
線
基
地
と
し
、
高
昌
城
を
そ
の
治
所
と
し

た
か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
、
「
在
京
及
び
諸
州
の

死
罪
の
囚
徒
を
西
州
に
配
し
て
戸
と
な
す
L

(
『
旧
唐
書
』
巻
三
、
太
宗
紀
貞
観
一
六
年
〔
六
回
二
〕

正
月
条
)
な
ど
、
ま
さ
に
「
高
昌
の
旧
民
は
鎮
兵



及
び
諮
徒
者
と
西
州
に
雑
居
す
」
(
『
資
治
通
鑑
』

巻
一
九
六
、
貞
観
一
六
年
〔
六
四
二
〕
九
月
条
)
る

状
態
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
後
に
は
天
山
軍
(
管

兵
五
0
0
0人
、
馬
五
O
O匹
)
が
西
州
城
内
に
設

置
さ
れ
て
お
り
、
言
う
ま
で
も
な
く
高
昌
域
内

に
も
多
く
の
兵
員
が
駐
屯
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
西
州
期
に
お
け
る
一
般
一
戸
口
の
増
大
と
と

も
に
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
高
昌
城
拡
張
を
促
す

要
因
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、

同
時
代
の
中
圏
内
地
で
は
、
県
域
ク
ラ
ス
の
城

市
で
、
周
囲
五
キ
ロ
討
を
超
え
る
規
模
の
も
の

は
滅
多
に
な
い
。
た
だ
し
外
城
が
方
形
を
成
し

て
い
る
と
は
い
え
、
四
面
と
も
弧
線
を
描
く
ば

か
り
か
、
西
北
の
角
が
内
側
に
凹
み
、
東
面
北

半
部
が
外
に
向
か
っ
て
突
出
し
て
い
る
の
で
、

単
純
に
外
城
が
唐
に
よ
っ
て
一
時
に
構
築
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

故
城
か
ら
は
、
仏
教
文
献
(
写
本
・
印
本
)
や

諸
種
の
公
文
書
を
始
め
と
す
る
文
書
類
の
ほ
か
、

ぽ
ん
が

絹
・
麻
・
紙
に
描
か
れ
た
絵
画
(
多
く
は
幡
画
〔
は

た
。
仏
、
菩
薩
の
威
徳
を
表
わ
す
荘
厳
具
〕
)
あ
る
い

は
壁
画
・
彫
刻
類
な
ど
が
数
多
く
発
見
さ
れ
て

お
り
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
や
中
央
ア
ジ
ア
の
歴

史
・
宗
教
・
美
術
研
究
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

か
が
ん

ま
た
故
城
に
は
、
ほ
ぽ
中
央
に
「
可
汗
の
宮

殿
L

と
呼
ば
れ
る
遺
壮
が
あ
る
ほ
か
、
数
多
く

の
寺
院
社
(
仏
教
を
中
心
と
し
て
マ
ニ
教
や
景
教

も
含
ま
れ
る
。
た
だ
し
景
教
寺
院
社
は
城
外
に
あ

る
)
が
散
在
し
て
い
る
。
寺
院
社
は
、
四
角
い
基

壇
の
上
に
ス
ト
ゥ

1
パ
を
築
き
、
そ
れ
を
長
方

形
の
壁
で
囲
ん
だ
り
、
な
か
に
は
ス
ト
ゥ

1
パ

を
中
心
に
し
て
、
四
方
に
そ
れ
ぞ
れ
二
五
の
小

塔
を
配
し
た
も
の
も
あ
る
。
こ
の
他
、
中
国
側

の
調
査
で
は
、
官
庁
社
や
市
場
・
工
房
の
跡
も

認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
必
ず
し
も
そ
の
跡
は
明

確
で
は
な
い
が
、
当
然
そ
れ
ら
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
八
世
紀
の
天
宝

年
間
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
市
場
は
、
唐

内
地
お
よ
び
外
来
の
商
品
で
あ
ふ
れ
で
お
り
、

城
居
す
る
官
人
・
商
人
・
工
人
さ
ら
に
は
農
・

牧
民
な
ど
の
物
資
購
入
お
よ
び
製
品
販
売
を
支

え
る
場
と
し
て
、
そ
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
い

た
。
ち
な
み
に
、
麺
(
小
麦
粉
こ
斗
は
三
六

1
三

八
文
で
売
り
出
さ
れ
て
お
り
、
当
時
お
お
ま
か

に
大
人
一
日
二
斗
、
一
年
七
石
三
斗
の
穀
物
が

必
要
と
す
れ
ば
、
商
工
人
な
ど
が
そ
れ
を
市
場

で
購
入
す
る
の
に
、
単
純
に
計
算
し
て
、
一
年

で
一
人
当
た
り
約
二
七

O
O文
ほ
ど
が
必
要
と

な
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
市
場
で
ほ
ぽ
牛
一
頭
を

購
入
す
る
価
に
近
く
、
都
市
で
一
家
の
生
計
を

維
持
し
て
ゆ
く
苦
労
が
偲
ば
れ
る
。

(
荒
川
正
晴
)
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A'UKF吋
〉

所
在
地
・
:
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
・
吐
魯
番
地
区
・

吐
魯
番
市
・
三
室
郷
・
喰
位
和
卓
村

時
代
:
・
・
:
紀
元
前
後
7
5
一
五
・
一
六
世
紀
?

参
観
・
・
:
:
可
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